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ECOSYSTEM
丸井グループの 
めざす姿

丸井グループは、2050年に向けた長期ビジョンの策定を機に、 
共創理念を「私たちのめざす姿」と「私たちの価値観」に整理し、 

それぞれの言葉が私たちの日々の事業活動の指針となるよう、策定の想いを明確化しました。

2019年2月改定

私たちのめざす姿

MISSION

すべての人が「しあわせ」を感じられる 
インクルーシブで豊かな社会を共に創る

ミッションとは、丸井グループの企業としての使命、存在意義を言葉にしたものです。丸井グループのビジネスや企
業活動は、このミッションを実現していくためにあります。丸井グループのすべての社員は、何かをなす時、何かに
迷った時、その決断がミッションにかなっているか否かを常に心に問いかけて行動する。それが、このミッションの
役割です。

VISION 2050

ビジネスを通じてあらゆる二項対立を 
乗り越える世界を創る

ビジョンとは、ミッションを実現するための道筋です。変化する外部環境を見極めながら、すべての社員が一丸となっ
て進むべき方向を定めたものです。どんなに優れたミッション・バリューも、ビジョンを描き長期目標を設定してこそ、
今何を優先的に実践すべきかが明確になり、具体的な事業戦略を推進することができます。

私たちの価値観

PHILOSOPHY

お客さまのお役に立つために進化し続ける
人の成長＝企業の成長

経営理念とは、ミッションを実現していくために欠かせない行動指針です。「お客さまのお役に立つために進化し続
ける」とは、社員一人ひとりが多様なステークホルダーの視点に立ち、相手の想いや痛みを理解できる「共感する力」
を通じ、お役に立つことを意味しています。この共感する力を進化させ続けることが、お客さまをはじめ、社会や環境
の課題解決につながる「革新する力」を生み出す源になると考えています。「人の成長＝企業の成長」とは、この共感
と革新する力を通じて、社員一人ひとりが自己実現を果たしていくことが、丸井グループの成長につながることを言
葉にしたものです。

VALUES

信用はお客さまと共につくるもの 
景気は自らつくるもの

バリューとは、他のいかなる企業とも異なる、自社を自社たらしめている独自の価値です。これは丸井グループが永
続的に持ち続けるべき創業の精神にほかなりません。創業者の言葉「信用は私たちがお客さまに与えるものではな
く、お客さまと共につくるもの」に由来する「信用の共創」は、お客さまに寄り添い共感し、長いお付き合いの中で生ま
れる信用を共に創り、互いに積み重ねていくことを示しています。そしてもう一つの創業者の言葉「景気は自らつくる
もの」は、お客さまの「しあわせ」や社会が変化すれば、私たちもビジネスのあり方を根底から覆し、新たな需要や市
場を創造していくという、丸井グループの「革新と進化」の気概です。
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丸井グループの共創理念体系
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重なり合う部分の調和と拡大 企業価値の向上

企業価値 すべてのステークホルダーの「利益」と「しあわせ」の重なり合う部分

企業価値の定義
丸井グループでは、すべての人の「しあわせ」をステークホルダーと共に創る「共創経営」を進めてきました。
私たちを取り巻くステークホルダーは、お客さまをはじめ、お取引先さま、株主・投資家の皆さま、地域・社会
の皆さま、社員など多岐にわたりますが、2050年に向けた長期ビジョンを策定した2019年より、それまでの

5つのステークホルダーの輪の中に「将来世代」を加え、6つのステークホルダーとしました。これは現世代だ
けの短期的な「しあわせ」ではなく、将来世代を含めたすべてのステークホルダーの皆さまの「利益」と「しあ
わせ」が重なり合う部分を、調和させ拡大することこそが真の企業価値であると考えたからです。

CO-CREATION
共創の考え方

丸井グループのミッションには、「しあわせ」「インクルーシブ」など、私たちにとって大切な価
値観が表現されています。他社との違い、丸井グループらしさで言えば、「共に創る」ことが特
徴となっています。これは創業者の言葉「信用の共創」に由来するものですが、私たちはこの
「共に創る」ビジネスのことを「共創経営」と呼んでいます。そのため丸井グループでは、「しあ
わせ」の共創はもちろん、このたびのコロナ危機における負荷をステークホルダーの皆さまと
互いに分かち合い、ともに成長していけるパートナーとして絆を深め、真の共創経営を実行す
ることで、この危機をともに乗り越えていきたいと考えています。

PARTNERSHIP
パートナーシップの考え方

丸井グループでは、ステークホルダーの皆さまを、未来の「しあわせ」を共に創るパートナーと
とらえています。コロナ禍において私たちは、これまで見えてこなかった社会や人との関係が
相互に依存し合っていることを実感しました。緊急事態宣言にともない、店舗は突然の臨時休
業を余儀なくされ、ご出店いただいているお取引先さまが極めて厳しい状況下に置かれてい
る中、家賃という契約関係を取るのか、パートナーシップを取るのかを考えた時、私たちはお
取引先さまとのパートナーシップによって支えられていると判断しました。目に見えない信頼
に基づくパートナーシップこそが、丸井グループの共創を支えるものです。

「利益」と「しあわせ」
ステークホルダー間の利益は、社員の給料、株主の配当、商品の値段、お取引先さまの原価な
ど、短期的には対立に見える部分があります。これらは、金銭で測れる価値としての「利益」で
す。一方で、金銭では測れない価値もあります。それが「しあわせ」です。各ステークホルダー
が求める価値はしばしば相反しますが、中長期的に「対話」と「共創」を重ねていけば、互いの
「利益」と「しあわせ」が調和し重なり合う部分が必ずあると考えています。今後は、ステークホ
ルダーごとの「利益」と「しあわせ」がどこにあるのか、その仮説を立て、経営の実効性を評価
できる指標の設定を進めていきます。
⇨  P18 すべてのステークホルダーの利益としあわせの調和による企業価値の向上
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